
 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

 

 

 

 

富 士 宮 市 農 業 委 員 会 総 会 会 議 録 

 

 

 

 

 

令和２年１２月１０日 開会 

令和２年１２月１０日 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富 士 宮 市 農 業 委 員 会



 

1 

令和２年１２月１０日午後１時富士宮市農業委員会会長望月三千夫は、富士宮市農業委員会総

会を富士宮市役所全員協議会室に招集する。 

委員定数 １９ 名 

出席委員 １９ 名 

農業委員出席委員 

１番 佐 野 芳 弘   ２番 宮 島 孝 子   ３番 遠 藤 恒 男 

４番 望 月 三千夫   ５番 赤 池   勝   ６番 佐 野   正 

７番 千頭和 栄 一   ８番 石 川 邦 彦   ９番 佐 野 公 洋 

１０番 松 下 善 洋  １１番 村 松 義 正  １２番 植 松 眞 二 

１３番 齋 藤   学  １４番 石 川 嘉 章  １５番 朝比奈 美 芳 

１６番 杉 浦 德 子  １７番 植 竹   繁  １８番 後 藤 文 隆 

１９番 松 永 孝 男 

 

欠席委員 

なし 

 

農地利用最適化推進委員出席委員 

１番 佐 野 俊 英   ２番 塩 川 金 彦   ３番 佐 野 三 男 

６番 村 松 愼 一   ７番 𡈽 井 一 彦   ８番 加 藤 文 男 

９番 望 月 義 雄  １０番 有 賀 文 彦  １１番 鈴 木 四 郎 

１２番 佐 野   強  １３番 近 藤 雅 隆 

 

欠席委員 

４番 遠 藤 光 浩   ５番 佐 野   均 

 

事務局職員 

（併）事務局長 中 野 信 男 次長兼振興係長 望 月 伸 浩 

主 任 主 査 深 川   亮 主 査 伊 藤 孝 彦 

主 事 大 瀧 美 緒   

 

議長 会長 望月三千夫（以下同じ） 

本日は大変お忙しい中、農業委員会総会に御出席いただきましてありがとうございます。 

さて、新型コロナウイルス感染症が県内でも多発しており、他市においてはクラスターが起き

ている状況を鑑み、本日は農業委員会の総会は通常どおり進めさせていただきますが、農地利用

最適化推進会議は簡略にし、事務局からの資料の説明のみ、推進委員の皆さんからの報告は省略

いたしますが、必要があれば発言してもらうこととし、休憩なしで進めさせていただきます。 

本日は、農業委員が全員出席となります。出席委員が定足数に達しておりますので、会議は成

立しております。 

これより、本日をもって招集されました、富士宮市農業委員会総会を開会いたします。 

なお、本日の会議につきましても、事務局からの説明は簡潔に行い、委員の皆さんは発言等あ
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る場合は挙手でお願いします。 

議事に先立ちまして、令和２年１１月１０日から令和２年１２月９日までの間における農地法

の規定による申請（届出）について取下・取消願の処理状況を事務局に報告させます。 

事務局 深川主任主査 

本日配付しました農地法の規定による申請（届出）について、取下・取消願の処理状況を御覧

ください。 

第１項、淀平町■■■■、畑１７１平方メートルについて、令和２年９月２５日に申請者が住

宅敷地の拡張を目的とした農地法第５条届出がなされましたが、都合により取消願が提出されま

した。以上です。 

議長 

処理状況でありますので、報告とさせていただきます。 

それでは、会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

会期は、本日１日と決定いたしたいと存じます。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたします。 

次に、会議録署人の指名についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

会議録署名人は、１６番 杉浦徳子委員、１７番 植竹繁委員を指名することに御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長 

御異議なしと認めます。 

よって会議録署名人に、１６番 杉浦徳子委員、１７番 植竹繁委員を指名いたします。 

本日の議事日程は、目次のとおり報第７０号から議第７４号です。 

初めに、報第７０号から報第７６号まで一括して事務局から報告させます。 

事務局 深川主任主査 

令和２年１０月２１日から１１月２０日までの受理分について、報告いたします。 

議案の１ページ、２ページを御覧ください。 

報第７０号 農地返還通知書の受理について 

農地の使用貸借権の合意解約がなされたことの通知があったので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、使用貸借契約の合意解約による通知が４件提出されました。 

続きまして、議案の３ページを御覧ください。 

報第７１号 農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について 

農地の賃借権の合意解約がなされたことの農地法第１８条第６項の規定による通知書を受理し

たので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、賃貸借契約の合意解約による通知が１件提出されました。 

続きまして、議案の４ページから８ページを御覧ください。 

報第７２号 農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理について 
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農地の権利を取得したことの農地法第３条の３第１項の規定による届出書を受理したので、次

のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、６件の届出が受理されました。 

続きまして、議案の９ページ、１０ページを御覧ください。 

報第７３号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出書の受理について 

農地を農地以外のものとしようとする農地法第４条第１項第８号の規定による届出書を受理し

たので、次のとおり報告する。 

議案に記載のとおり、７件の届出を受理しました。 

続きまして、議案の１１ページから１４ページを御覧ください。 

報第７４号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出書の受理について 

農地を農地以外のものにするため、その農地につき所有権の移転、またはその他の権利を設定

しようとする農地法第５条第１項第７号の規定による届出書を受理したので、次のとおり報告す

る。 

議案に記載のとおり、１２件の届出を受理しました。 

続きまして、議案の１５ページを御覧ください。 

報第７５号 農地法第５条届出の適用を受ける買受適格証明について 

農地の競売・公売に参加するため、買受適格証明願の提出があり、証明したので報告する。 

なお、当該適格証明の交付を受けた者が競落人となり、農地法第５条の規定による届出書を提

出した場合において、当該証明の交付時と同様と認めた場合には受理して差し支えないものとす

る。 

議案に記載のとおり、２件の届出を受理しました。 

続きまして、議案の１６ページを御覧ください。 

報第７６号 相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況について 

租税特別措置法第７０条の６第１項の規定により、相続税の納税猶予の適用を受けていた特例

農地について、期間が満了するのにあたり当該特例農地の利用状況を富士税務署に通知したので

報告する。 

議案に記載のとおり、現地確認の上、２件の特例農地の利用状況を通知しました。 

報告については、以上です。 

議長 

事務局からの報告が終わりましたが、ここで一括して質疑を許します。御質疑のある方の挙手

をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。よって、報第７０号から報第７６号まで報告済みとします。 

次に、議第６９号 農地法第３条第１項の規定による許可決定についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読及び説明をさせます。 

事務局 伊藤主査 

議案の１７ページを御覧ください。 

議第６９号 農地法第３条第１項の規定による許可決定について 

第１項及び別冊航空写真１ページを御覧ください。 
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申請地は上野小の南東に位置する農地です。受人上条の■■■■さんと渡人亡■■■■相続財

産管理人の■■■■さんとの売買契約で、隣接する自己所有農地と一体的に水稲を栽培する計画

です。 

受人は現在６７歳、耕作面積は許可後３，５８６．９１平方メートル、稼働人員は１名です。 

続きまして、第２項及び別冊航空写真２ページ及び３ページを御覧ください。 

新規就農案件になります。申請地は２ページの星山団地の東と南、３ページの星山浄化センタ

ーの東に位置する農地です。受人星山の■■■■さんと渡人■■■■さんとの使用貸借契約です。

受人は星山団地の東の農地を口約束で借りて３０年ほど耕作を続けてきましたが、渡人から将来

的に譲り渡したい旨の話があったため、まずは貸借の手続きをしたく申請に及んだとのことです。 

受人は現在５６歳、耕作面積は許可後３，２９８平方メートル、農機具は自己所有しており、

稼働人員は３名です。 

続きまして、第３項及び別冊航空写真４ページを御覧ください。 

申請地は岩本団地の東に位置する農地です。受人富士市大淵の■■■■さんと渡人■■■■さ

んとの売買契約で、茶を栽培する計画です。 

受人は現在５０歳、耕作面積は許可後５万６，５９９．４３平方メートル、稼働人員は４名で

す。 

続きまして、第４項及び別冊航空写真５ページを御覧ください。 

新規就農案件です。申請地は根原で、富士バイオテック株式会社の北に位置する農地です。受

人杉田の■■■■さんと渡人■■■■さんとの売買契約です。受人は以前から農業に興味をもち、

山林を開墾し野菜の栽培を行っておりました。関係事業者からの需要が見込まれており、今般、

大規模に耕作ができる土地を取得したく申請に至りました。申請地は長らく畑に利用されておら

ず、すぐには耕作できる状況ではないのですが、３，０００平方メートルずつ改良を行い徐々に

作付していくとのことです。 

受人は現在６５歳、耕作面積は許可後１万８，２２８平方メートル、農機具は自己所有してお

り、稼働人員は３名です。 

続きまして、第５項及び別冊航空写真６ページを御覧ください。 

申請地は三澤寺の北に位置する農地です。受人東京の■■■■さんと渡人■■■■さんとの売

買契約です。受人は猪之頭に別荘をもち、３年前に半野の農地を借りて就農しました。今般、農

地付の住宅が見つかり、移住する準備が整ったので申請に至りました。野菜を栽培する計画です。 

受人は現在４５歳、耕作面積は許可後６，７７０平方メートル、稼働人員は１名です。 

続きまして、第６項及び別冊航空写真７ページを御覧ください。 

申請地は、井上機工の西に位置する農地です。受人の■■■■さんと■■■■さんは親子にな

ります。渡人である遺言者の■■■■さんは、受人■■■■さんの義理の親になります。受人に

は相続権がないので、遺言による権利移転となりました。 

受人は現在６２歳と４０歳、もともと同じ世帯で同じ農地を耕作しておりましたので、耕作面

積は許可後も５，０３２平方メートル、稼働人員は３名です。 

続きまして、第７項及び第８項は、同一受人の案件になりますので、一括して説明します。第

７項及び第８項並びに別冊航空写真８ページから１０ページを御覧ください。 

申請地は、３か所になります。航空写真８ページの青木団地の南、９ページの富丘公民館の西、

１０ページの大倉川ダムの南東に位置する農地です。受人農地所有適格法人の■■■■株式会社
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と渡人第７項は■■■■さん、第８項は■■■■さんとの売買契約になります。野菜、水稲を栽

培する計画です。 

耕作面積は許可後１万５，５０４．５６平方メートルになります、稼働人員は３名です。 

続きまして、第９項及び別冊航空写真１１ページを御覧ください。 

申請地は、狩宿の下馬桜の北東に位置する農地です。受人外神の■■■■さんと渡人■■■■

さんとの売買契約で、水稲を栽培する計画です。 

受人は現在４８歳、耕作面積は許可後６，１２７．６８平方メートル、稼働人員は３名です。 

続きまして、第１０項及び別冊航空写真１２ページを御覧ください。 

申請地は、株式会社ＨＫＳの東に位置する農地です。受人上井出の■■■■さんと渡人■■■

■さんとの売買契約で、牧草を栽培する計画です。 

受人は現在６７歳、耕作面積は許可後３万５，７０１平方メートル、稼働人員は２名です。 

以上、第１項から第１０項の申請について、農地法第３条第２項の各号の許可しない要件には

該当せず問題ないと判断しました。御審議のほどよろしくお願いします。 

議長 

ただいまの上程議案のうち、２項及び４項について、担当委員からの調査報告をお願いします。 

１８番 後藤文隆委員 

ただいま審議中の第２項の調査結果について報告いたします。 

１２月４日午後４時、事務局伊藤さんと申請人と私で申請地で会い、話をききました。申請人

は星山に移住してから申請地の一部３００平方メートルを３０年ほど渡人から借り受け、耕作さ

れていました。残りの申請地については、ほかの人が耕作していましたが耕作できなくなり、耕

作放棄地状態でした。申請人は公務員ですが、退職後に生計の一部を農業により賄うため今回、

申請地を借り受け、新規就農したいということで申請に及びました。今回の申請地についても周

辺の農地と同様に耕作、肥培管理を行う予定で、周辺地域における農地の有効的な利用に問題は

ありません。また、受人の新規就農経営計画は、果樹や自然薯ほか、野菜の栽培を中心に、労働

力は家族３人で、うち１人は現在農林大学生です。農機具も確保され、技術・経験も備えており、

申請書のとおり問題ありませんので、御審議のほどお願いいたします。 

以上です。 

１７番 植竹繁委員 

ただいま審議中の４項について説明をいたします。 

１２月８日午後２時より現地にて事務局２名、農業委員２名、代理人１名で説明を受けました。

申請人にお話を伺いたかったのですが、会っていただけませんでした。お願いしたいのは、地区

への説明と現状より高くしないようにということです。これまでもここは産廃が埋め立てされて

おる土地で、道路より１メートル弱かさ上げされております。やはり地域としては、これ以上い

ろんなものを持ち込まれるのは困るので現況のまま平らにして、そこで野菜作りをしてください

という要望がありました。以上のことを代理人にお願いをして、今後も注意をしながら見守りた

いということであります。申請どおり作付をするということを求めて、審議のほどよろしくお願

いします。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方は挙手をお願いします。 

ちょっといいですか。 
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私は確認してませんが、７項の外神の河原上の土地にクヌギが植えてるという話があったんで

すけど、そことは違うのですか。 

事務局 伊藤主査 

何も植えてはいませんでした。これから作付ができるような状態で起こしてあって、きれいな

状況でありました。 

議長 

地続きかな。南側の地続き。何か植えてあるところ、実は昨日聞いたんですよ。クヌギが植え

てあるって。また現地を見てください。 

事務局 伊藤主査 

現地は見に行ってるんですけども、普通の畑でクヌギは植えてはなかったです。 

議長 

昨日聞いたんですよ。クヌギが植えてるということでね。 

事務局 伊藤主査 

大きな木ですか。 

議長 

いや、クヌギは苗木。 

事務局 伊藤主査 

苗木。その後どうなんですかね。申請があった時点で見に行ったんですけれども。 

議長 

確認をお願いしますね。 

それから、４項の関係ですかね。本人がどうしていなかったんですか。 

１７番 植竹繁委員 

どうしてって、多分、会長も知っておられるとおり、あそこの北山の山の中でいろんなことを

やってる人なもんですから、多分いろんなことを言われるのが嫌だなっていう、これは推測です

けども。 

議長 

あの人ですか。牛を飼いたいとか言いました。じゃあ、その関係ですか。 

１３番 近藤雅隆農地利用最適化推進委員 

その案件ですけど、植竹さんとちょっと一緒にその前を通ったことがあったもので、前推進委

員の三浦さんもちょうどあのところを通ったという話を聞いたもんで、それからたまたま植竹さ

んと通ったときに困るよね、と思いながら今、この案件が出てきたものですから、それこそ先ほ

ど言われた方、ちょっとクエスチョンがというような気ではいますので、ちょっと注意して見て

いってもらいたいなと思いますし、自分たちも注意しますけど、残土とかそういうような形にな

ったらまた困るなと思って話は聞いてました。 

以上です。 

議長 

実はこの方は、前に北山の山の中に牛を飼いたいということでしたね、確かね。事務局の人は

変わっちゃったから。いる人もいるね。それで、一応その時点ではまずいよと断ったわけです。

それからまた２、３年の話になって、これがそうですか。それでどうですか。本人は来ないんだ

けど、何かやるやつが作物というのはないですよね。 
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１７番 植竹繁委員 

今回は作物を作りますということで申請が出てますから、じゃあそのようにやっていただくの

がいいのかなと。 

議長 

事務局、今の関係について説明をお願いします。 

事務局 伊藤主査 

ここでキャベツをやりたいというお話を伺っております。植竹委員のお話のように、以前の持

ち主の方がここに盛土、土砂の埋め立てを行って現況よりも少し高くなったままの状態で今現在

もそういう状況になっております。それで、すぐに耕作ということは難しいものですから、ここ

を３，０００平方メートルずつちゃんと土地改良を行って、そして徐々に作付を行っていくと、

そういうような計画を伺っております。 

議長 

大変ですが、前の経緯がありますので、ぜひ注視してもらいたいと思います。 

ほかにはございませんか。 

〔挙手なし〕 

議長 

それでは、質疑なしと認めます。 

それでは、採決をします。 

議第６９号は原案どおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第６９号は原案のとおり処理することに決定いたしました。 

議第７０号 農地法第４条第１項の規定による許可決定についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読、説明をさせます。 

事務局 深川主任主査 

議案の２１ページを御覧ください。 

議第７０号 農地法第４条第１項の規定による許可決定について 

農地を農地以外のものにしようとする農地法第４条第１項の規定による許可申請が次のとおり

あったので審議を求める。 

第１項及び別冊航空写真１３ページを御覧ください。 

山宮■■■■、畑２，６２５平方メートルにつきまして、申請人が植林転用したいというもの

です。 

以前は父親が畑を耕作していましたが、高齢で耕作できず荒地となっていました。その父が昨

年他界し申請者が相続をしましたが、遠方のため管理が困難であることから、周辺の現状に合わ

せて植林をしたく申請をするものです。 

申請地は、山宮工業団地から北へ約３５０メートルに位置する小集団の生産性の低い第２種農

地です。周辺の状況に合わせ周囲に影響のないよう配慮し、コナラやクヌギを植林する予定です。 

説明は以上です。 

議長 



 

8 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方の挙手を願います。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、採決をします。 

議第７０号は原案とおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第７０号は原案のとおり処理することに決定しました。 

議第７１号 農地法第５条第１項の規定による許可決定についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読、説明をさせます。 

事務局 深川主任主査 

議案の２２ページから２３ページを御覧ください。 

議第７１号 農地法第５条第１項の規定による許可決定について 

農地を農地以外のものにするため、その農地につき所有権の移転、またはその他の権利を設定

しようとする農地法第５条第１項の規定による許可申請が次のとおりあったので審議を求める。 

第１項及び別冊航空写真１４ページを御覧ください。 

貫戸■■■■、畑２３平方メートルほか３筆、計２，６５７平方メートルにつきまして、受人

が使用貸借により残土処分（農地改良）に一時転用しようとするものです。 

受人は、令和元年７月１日に設立され、一般廃棄物及び産業廃棄物の収集・運搬・処理業、農

作業の請負業ほか多数の業種を行う法人です。所有者の要望により申請地を農地改良したく、一

時転用の申請に至りました。 

申請地は畑ですが、降雨時に水がたまり耕作ができる状態ではなくなってしまうため、表面の

耕作土を掘削・仮置きし、良質の残土で盛り土し、くぼ地を解消し農地に復元する計画です。 

申請地は星陵高校から東約３５０メートルに位置する小集団の生産性の低い第２種農地です。

資金は自己資金により確保されており、復元計画書に問題はなく、他法令も許可見込みであり、

周辺に影響のないよう最善の配慮を行い実施します。転用期間は許可日から３年間です 

続きまして、第２項及び別冊航空写真１５ページを御覧ください。 

外神■■■■の内、畑３９８．５０平方メートルにつきまして、受人が賃貸借により農家住宅

に転用しようとするものです。 

受人は現在、借家住まいですが遠方の母親との同居を考え、住宅の建築を計画し模索していた

ところ、受人がイチゴ栽培をするビニールハウスの道向かいにある申請地を賃借できることとな

り申請するものです。 

申請地はＪＡファーマーズマーケットから北約１５０メートルに位置する小集団の生産性の低

い第２種農地です。敷地内は、住宅のほか農業用車両を含めた駐車場３台及び作業スペースとし

て利用します。資金は自己資金により確保されており、周囲に影響のないように建設をします。 

続きまして、第３項及び別冊航空写真１６ページを御覧ください。 

北山■■■■、畑９．９１平方メートルにつきまして、受人が売買によりごみ集積所に転用し

たいというものです。 

現在の集積所は個人の住宅敷地内に設置されているため使い勝手が悪く、移転を検討しました
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が、障害のある方も利用されており離れた所への移設が難しく苦慮していました。周辺で適地を

探していたところ土地収用時の残地であり、狭小地で耕作には不向きなものの、道路沿いで利便

性の良い本申請地を売買で取得できることとなり申請するものです。 

申請地は北山医院から北西約２５０メートルに位置する小集団の生産性の低い第２種農地です。

資金は自己資金により確保されており、生活環境課へごみ収集場所設置（変更申請書）の申請済

みです。 

続きまして、第４項及び別冊航空写真１７ページを御覧ください。 

上井出■■■■、畑３９６平方メートルにつきまして、受人が売買により駐車場（９台）に転

用するものです。 

受人は令和元年に設立された金属加工業などを営む法人です。 

申請地の近接地にある工場敷地では駐車場が不足しており、今後も人員増員や工場の増設の計

画があるため、申請地９台分と農地以外の隣接地及び既設駐車場と合わせ全体で８２台の駐車場

に転用したく申請するものです。 

申請地は日本建築学校から南へ約３００メートルに位置する小集団の生産性の低い第２種農地

です。資金は自己資金で確保されており、周囲は原野で近隣に農地は少なく影響はないと思われ

ますが、被害防除措置を行い設置します。 

説明は以上です。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方は挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、採決をします。 

議第７１号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第７１号は原案のとおり処理することに決定いたしました。 

議第７２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請の承認についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読、説明をさせます。 

事務局 深川主任主査 

議案の２４ページを御覧ください。 

議第７２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請の承認について 

農地を農地以外のものにするため、その農地につき所有権の移転またはその他の権利を設定し

ようとする、農地法第５条第１項の規定による許可申請が次のとおりあったので審議を求める。 

なお、本件に係る静岡県農業委員会ネットワーク機構から許可相当の答申があった場合におい

て農業委員会会長が許可の処分をする。 

第１項及び別冊航空写真１８ページを御覧ください。 

貫戸■■■■、畑３，１５８平方メートルにつきまして、受人は先ほどの５条許可第１項と同

じ法人で、使用貸借にて残土処分（農地改良）に一時転用しようとするものです。 

所有者が隣接地で農地改良をするという話を聞き、自分のところも困っているのでお願いした
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いと依頼がありました。申請地は水はけが悪く常に湿っているため、表面の耕作土を掘削・仮置

きし、良質の残土で盛土をした後に掘削土を戻し入れ、農地に復元する計画です。 

申請地は星陵高校から東約３５０メートルに位置する農用地です。資金は自己資金により確保

されており、復元計画書に問題はなく、他法令も許可見込みで、周辺に影響がないよう最善の配

慮を行い実施します。転用期間は、許可日から３年間です。 

続きまして、第２項及び別冊航空写真１９ページを御覧ください。 

青木■■■■、田３０２平方メートルほか１筆、計３，１６７平方メートルにつきまして、受

人は１項と同じ法人で、使用貸借にて残土処分（農地改良）に一時転用しようとするものです。 

申請地は以前より地下水からの水害があり、土壌が軟弱で耕作時に耕運機等の走行に支障があ

るため、表面の耕作土を掘削・仮置きし、水を吸い取る礫質土を含めた盛土を行い、全体をかさ

上げし農地に復元する計画です。資金は自己資金により確保されており、復元計画書に問題はな

く、他法令も許可見込みであり、周辺に影響のないように工事を実施します。転用期間は、許可

日から３年間です。 

説明は以上です。 

議長 

ただいまの上程議案について、担当委員からの調査報告をお願いします。 

１８番 後藤文隆委員 

ただいま審議中の第１項の調査結果について報告いたします。 

１２月８日午後３時半に事務局伊藤さん、深川さん、農業委員会会長、宮島委員、そして申請

者と申請代理人、私の７人にて申請地で会い、話を聞きました。 

申請地は農地改良で畑のかさ上げ、東が山林と畑、西が道路、南が畑、北が畑で、道路より低

く西向き傾斜です。耕作土をすき取り良質な建設残土で盛土をし、後に耕作土を畑に戻し復元す

る農地改良で、隣接農地所有者には承諾も得てあります。 

詳細については、先ほど事務局より説明のあったとおりです。周辺の農地にも影響がなく、申

請書のとおり問題ありませんので、御審議のほどお願いします。 

１４番 石川嘉章委員 

ただいま審議中の第２項の調査結果について報告します。 

１２月８日午後、受人と申請代理人、農業委員会事務局２人、それから農地面積が３，０００平

方メートルを超える案件で県の諮問案件ですので望月会長、宮島孝子委員で石川邦彦委員と私の

８人にて現地で話をききました。 

場所は富士フイルム工場の北側約２００メートルの水田で１年中、水が沸いてるような水田で、

トラクター、コンバインなどを使えないほどひどい熟田です。そのため現在、何も作付されてい

ません。そこで、建設で出る残土を入れて土地の落差と排水を改善し農地として使えるようにす

るものです。残土に至っては、検査を行い環境に影響のないものを使うとのことです。柵を設置

して事故等ないようにし、周辺にも影響はないと思います。 

申請書のとおり問題ありませんので、御審議のほどよろしくお願いします。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方の挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 



 

11 

御質疑なしと認めます。 

それでは、採決をします。 

議第７２号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

ありがとうございます。なお、これにつきまして今、委員の話にありましたけど、１項、２項

については県の農業会議の審議案件になりますので、私と宮島委員が出席します。審議は今月の

２２日に行われます。 

御異議なしと認めます。よって、議第７２号は原案のとおり処理することに決定いたしました。 

議第７３号 非農地証明申請の審議についてを議題といたします。 

事務局に議案の朗読、説明をさせます。 

事務局 大瀧主事 

議案の２５ページを御覧ください。 

議第７３号 非農地証明申請の審議について 

第１項及び航空写真２０ページを御覧ください。 

申請地は上井出■■■■、畑２４１平方メートルで、セブンイレブン富士宮上井出店の南東に

位置する農地です。 

昭和４４年月日不詳、申請人の先代が近隣住民に貸与し貸住宅を建設、その後、平成８年頃に

隣接地の所有者が住宅を建設した際、既存の建物を撤去し住宅敷地として一体利用を開始し、現

在に至ったものです。昭和４７年の線引き前から現在まで継続して宅地として利用していたこと

が確認できており、都市計画法上も問題ありません。 

説明は以上です。 

議長 

ただいまの上程議案について、担当委員からの調査報告をお願いします。 

１２番 植松眞二委員 

ただいま審議中の１項について報告をいたします。 

１２月４日、申請代理人の行政書士、事務局２名、私で現地を確認、説明を受けました。昭和

４４年頃、住宅を建築した際、住宅の一部として一体利用し現在に至っています。西側は北山用

水路が流れ、コンクリート壁で区画、北側は道路となっており、南東側は石積みで隣地との境界

も明確になっており、申請書のとおり問題ありませんので、御審議のほどよろしくお願いをいた

します。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方は挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、採決に移ります。 

議第７３号は原案のとおり処理することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 
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御異議なしと認めます。よって、議第７３号は、原案のとおり処理することに決定たしました。 

議第７４号 富士宮市農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

本議案のうち、１２項について１７番植竹繁委員が関係する案件であるため、農業委員会等に

関する法律第３１条第１項の規定により議事に参与できませんので、事務局から議案の概要説明

の後、退席を求めます。 

事務局に議案の朗読、説明をさせます。 

事務局 伊藤主査 

議案の２６ページを御覧ください。 

議第７４号 富士宮市農用地利用集積計画の決定について 

別紙農用地利用集積計画（案）について説明します。 

１枚めくっていただきまして、２ページの農用地の流動化状況を御覧ください。 

利用権の設定を受ける者の数１９人、利用権を設定する者の数１０人、利用権を設定する農用

地の面積は合計２９万２，２３１平方メートルです。 

１枚めくっていただきまして、４ページを御覧ください。 

利用権の内容について説明します。第１項から第１４項までは、相対による利用権設定、第

１５項から第２２項までは、中間管理機構を通じた一括方式による利用権設定になります。 

概要説明は以上です。 

議長 

ここで１７番植竹繁委員の退席を求めます。 

〔１７番 植竹繁委員 退席〕 

それでは、１２項について、先に審議します。 

事務局に議案の説明をさせます。 

事務局 伊藤主査 

それでは、利用集積計画（案）の９ページ、第１２項を御覧ください。別冊航空写真は２６ペ

ージになります。 

申請地は朝霧さわやかパーキングの東に位置する農地です。■■■■さんへの賃借権設定で、

飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面積は１７万５，５６９平方メートルになり

ます。 

第１２項は以上です。 

議長 

それでは、質疑を許します。御質疑のある方は挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、採決に移ります。 

議第７４号のうち１２項について、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第７４号のうち１２項について、原案のとおり処理するこ

とに決定いたしました。 
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１７番植竹繁委員の入場を求めます。 

〔１７番 植竹繁委員 入場〕 

議長 

引き続き、議第７４号について、事務局に議案の朗読をさせます。 

事務局 伊藤主査 

それでは、利用集積計画（案）の４ページへ戻ってください。 

第１項及び別冊航空写真は２１ページになります。 

申請地は山本で、ミニストップ岩本店の北に位置する農地です。富士市岩本の■■■■さんへ

の賃借権設定で、茶の栽培、１０年新規になります。移転後経営面積は１５万１，５４８平方メ

ートルになります。 

続きまして、第２項から第１４項までは富士開拓農業協同組合が貸主となる案件です。別冊航

空写真２２ページにつきましては、申請地の全体を示しております。麓の朝霧さわやかパーキン

グの東に広がる農地になります。順に説明をします。 

第２項及び別冊航空写真２３ページを御覧ください。 

申請地は吹き出しの左下になります。根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、

３年新規になります。移転後経営面積は２５万７２平方メートルになります。 

続きまして、第３項、航空写真は同じく２３ページで、中央の吹き出しの３番目になります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面

積は１６万５，７８８平方メートルになります。 

続きまして、第４項、航空写真は同じく２３ページで、中央の吹き出しの上から２番目になり

ます。 

根原の■■■■有限会社への賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経

営面積は２６万７，２５３．０６平方メートルになります。 

続きまして、第５項、同じく航空写真は２３ページで、中央の吹き出しの一番下になります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面

積は１７万９，１７２平方メートルになります。 

続きまして、第６項、同じく航空写真２３ページで、左の吹き出しの一番上になります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面

積は８万３，３００平方メートルになります。 

続きまして、７項、同じく航空写真２３ページで、中央の一番上になります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面

積は３５万７７６平方メートルになります。 

続きまして、第８項、航空写真２３ページの左の真ん中及び２４ページになります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面

積は１１万７，６９２平方メートルになります。 

続きまして、第９項、航空写真は２３ページで右上になります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面

積は１２万４５４平方メートルになります。 

続きまして、第１０項、同じく航空写真２３ページで、右下になります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面
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積は４万１，６１１平方メートルになります。 

続きまして、第１１項、別冊航空写真は２５ページの下になります。 

根原の■■■■さんへの賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経営面

積は２３万８，０５２平方メートルになります。 

続きまして、１２項は審議済みになりますので、１３項へ移ります。別冊航空写真は２５ペー

ジの上、それから戻りまして、２３ページの中央の下から２番目になります。 

根原の株式会社■■■■への賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経

営面積は２４万２，４０６平方メートルになります。 

続きまして、第１４項及び別冊航空写真２７ページを御覧ください。 

根原の株式会社■■■■への賃借権設定で、飼料作物の栽培、３年新規になります。移転後経

営面積は２１万１，７５０平方メートルになります。 

第１５項以降は、中間管理事業になります。 

第１５項及び別冊航空写真２８ページを御覧ください。 

申請地は大岩明倫保育園の北に位置する農地です。大岩の■■■■さんへの使用貸借権設定で、

茶の栽培、１０年新規になります。移転後経営面積は６万３，７１９平方メートルになります。 

第１６項及び別冊航空写真２９ページを御覧ください。 

申請地は農業共済組合の北に位置する農地です。杉田の■■■■さんへの使用貸借権設定で、

茶の栽培、１０年新規になります。移転後経営面積は２万５，２３９．３平方メートルになりま

す。 

続きまして、第１７項及び航空写真３０ページを御覧ください。 

申請地は喫茶土一揆の西に位置する農地です。黒田の■■■■さんへの使用貸借権設定で、茶

の栽培、１０年新規になります。移転後経営面積は９万５４．７８平方メートルになります。 

続きまして、１８項及び航空写真３１ページを御覧ください。 

申請地はファーマーズマーケットの南に位置する農地です。青木の■■■■株式会社への使用

貸借権設定で、野菜の栽培、１０年新規になります。移転後経営面積は５万３，９９２．０５平

方メートルになります。 

続きまして、第１９項から第２２項までは利用権の設定を受ける者が同一であるため、一括し

て説明します。 

申請地は航空写真３２ページの富士心身リハビリテーション病院の東、３３ページの明星山公

園の北東、それから３４ページの新東名明星山トンネルの東に位置する農地になります。 

貫戸の■■■■さんへの使用貸借権設定で、茶の栽培、１０年新規になります。移転後経営面

積は３万５，４６６平方メートルになります。 

以上、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしておりますので、御審議のほ

どよろしくお願いします。 

議長 

質疑を許します。御質疑のある方は挙手をお願いします。 

〔挙手なし〕 

議長 

御質疑なしと認めます。 

それでは、採決をします。 
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議第７４号は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔全員挙手〕 

議長 

御異議なしと認めます。よって、議第７４号は農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定

に基づき処理することに決定いたしました。 

これをもちまして本日の日程は全て終了いたしました。 

次回の農業委員会総会は、令和３年１月１２日を予定しております。 

以上をもちまして、令和２年１２月富士宮市農業委員会総会を閉会といたします。 

 

午後１時５５分終了 
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